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お待ちどうさま！

上越市
公式SNSは
こちらから



地元で買おう。
地元のものを食べよう。
地元の品を贈ろう。

特集｜中小企業・小規模企業の振興を考える

地元を愛そう

それってこういうこと！

　私たちが働いて得たお金を、
地元の店で使う。すると、店か
ら地元の生産者へお金が支払
われ、そこで働く人にまた還元
されます。地域の経済が地域の
お金で元気になるんです。

その１

　上越市は、従業員数100人
未満の事業所が99％。市内従
業者の78％がそこで働いて
います。地元でお金を使うこ
とは、私たちの雇用と生活を
守ることにもつながります。

その２

　大雪などの災害時。地元の生
産者から仕入れることの多い
ご近所の店は、流通が滞っても
営業可能。
　いざというとき、私たちの心
強い味方が地元の店なんです。

その３
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地
元
食
材
が
結
集
！
み
ん
な
大
好
き
国
民
食

「
雪
む
ろ
酒
か
す
ラ
ー
メ
ン
」

CASE１

愛
さ
れ
る「
上
越
産
の
味
」を
こ
れ
か
ら
も

「
中
島
食
品
」

CASE２

上
越
な・

・

・

・

ら
で
は
の
パ
ン
作
り
に
挑
戦

「
小
竹
製
菓
」

CASE３

代表取締役の中島靖弘さん
（本城町）

　
そ
の
土
地
で
育
っ
た
も
の
を
そ
の
土
地
の
人
が

食
べ
る
か
ら
お
い
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
と
い

う「
地
産
地
消
」の
思
い
で
、上
越
産
大
豆
を
使
っ

た
豆
腐
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
覚
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
、
年
配
の
人
か
ら
比
較
的
多
く
購

入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
地
産
地
消
の
考

え
方
が
広
が
っ
て
、
若
い
世
代
の
人
に
も
選
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
商
品
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

代表取締役の小竹孝雄さん
（南高田町）

　
柿
崎
区
で
小
麦
を
栽
培
し
て
い
た
田
中
基
輝
さ

ん
に
出
会
い
、
上
越
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
作
り

を
始
め
ま
し
た
。
味
に
深
み
を
出
す
た
め
、
妙
高

酒
造
さ
ん
の
酒
か
す
も
使
っ
て
い
ま
す
。人
気
の「
笹

だ
ん
ご
パ
ン
」は
、上
越
産
の
米
粉
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
も
の
を
使
う
こ
と
は
も
の
づ
く
り
の

醍だ
い
ご
み
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
し
、
気
候
風
土
な
ど
の
地

域
性
を
生
か
す
こ
と
が
、
市
外
や
全
国
に
向
け
て

魅
力
を
発
信
す
る
武
器
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
域
の
魅
力
の
一
つ
に
な

れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

提供店の一つ、「たんぽぽラーメン」
の山本利明さん（三和区神明町）

　
地
元
・
三
和
区
の
も
の
を
使
っ
て
、
地
元
の
人

に
喜
ば
れ
る
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、
10
年
以
上
前
か
ら
酒
か
す
味
噌
ラ
ー
メ

ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
味
噌
や
お
酒
は

と
に
か
く
お
い
し
い
ん
で
す
。
安
い
食
材
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
品
質
が
良
く
て
味
が
良
い
。
そ
し

て
健
康
に
も
良
い
。
そ
れ
が
素
材
選
び
の
決
め
手

で
す
ね
。

　
地
元
活
性
化
の
た
め
、
普
段
の
買
い
物
や
贈
り

物
に
は
、
な
る
べ
く
地
場
産
の
も
の
を
選
ぶ
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
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妙高製粉（株）　小林健太郎さん
（有）グリーンファームシティ

代表取締役　澤田清一さん

（有）西條ファーム
（左から）岩島華央さん、代表　西條裕之さん、西條耕之さん

上越産小麦生産者　柿崎区　田中基輝さん（有）木村酒専
代表取締役　木村弘治さん

妙高酒造株式会社　杜氏　平田正行さん

少し高くても、できるだけ地元のものを。
それが地域で、こんなふうにつながります。

地元のものを買う、食べる

　小竹さんの想いに応え
るため、柿崎区の地域振
興のため、上越では珍し
い小麦の栽培を行ってい
ます。　市内100軒以上の飲

食店に酒や酒かすを届
けています。
　ネット販売では、市外
のリピーターも多く、全
国に発送しています。

　地産地消の思いから西
條さんが作った「越淡麗」
を使い、こうじの力を最大
限に生かした酒造りを行っ
ています。

　大吟醸専用の県産米「越
こしたんれい

淡麗」を
栽培しています。一生懸命作ったお
米が無駄なく他の商品になっている
のは嬉しいですね。

　農家さんが丹精込
めて作ったお米を大
切に製粉しています。

小竹製菓

笹だんごパン
雪の下こむぎパン

　私の作ったお米が小竹製菓さんの商品に
つながっているとは知りませんでした。
　自分の作った米がどこに行っているか分
かると力になりますね。

三和区産の米

代金代金

米粉

日本酒・
　酒かす

柿崎区産の小麦
代金

頸城区産の酒米

代金

代金

代金

酒かす
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地元の農家の皆さん（生産者）
（株）丸山酒造場
代表取締役社長　丸山三左衛門さん

農事組合法人 興農南中島生産組合
（左から）野口将弘さん、代表理事 市村雅之さん
　　　　小川義幸さん

あおき味噌（株）
代表　青木光達さん、専務　青木玲子さん

（資） 山本味噌醸造場　
代表社員　山本幹雄さん

（株）岩の原葡萄園 製造部技師長 上野翔さん

（株）ナルス 直江津東店 　白砂道子さん （株）しみず屋板倉店 店長　臼井淳さん

たんぽぽラーメン

中島食品

元祖雪室酒粕
　みそラーメン

上越産大豆の豆腐

　地元の商品を地元の人に届
けたいという思いで中島さん
の豆腐を販売しています。
　お客様からもとても喜ばれ
ています。

　川上善兵衛が作りあ
げたワインが形を変
えて、地域の活性化に
つながっているのは
とても誇らしいです。

　板倉区で大豆を生産し、JAさんに出
荷しています。上越産大豆を市民の皆
さんに味わってもらいたいです。

　三和区、頸城区、吉川区、大島区で採れた
酒米を使い、井戸水と伝統的な手作りのこ
うじで酒造りを行っています。
　酒かすラーメンは雪室と栄養豊富な酒か
すを生かした素晴らしい発明だと思います。

　上越の人の口に合うよ
うに作った味噌を使って
いただいています。
　発酵食品のおいしさ、
素晴らしさで皆さんに幸
せになっていただきたい
ですね。

　雪室で雪中貯蔵した「雪
室熟成」の味噌を使ってい
ただいています。
　地元のものを中心に使っ
たり、食べたりして地域が
回るといいですね。

　当店でもとても人気の
商品です。地域に貢献で
きていると思うと仕事に
やりがいを感じますね。

三和区産の
みそ代金代金

代金

地元産品を
選ぶ

代金

代金

代金
代金

代金

板倉区産の大豆
（JAえちご上越経由）

小売店に
販売小売店に

販売

雪室熟成の
みそ

酒米
地元酒蔵の
酒かす

岩の原ワイン

代金
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地元のものを贈る
遠くの家族へ、お世話になったあの人へ

　地域性（上越らしさ）、信頼性、市場性、伝達性、社会性の観点から厳しい審査を経て、全
国に誇る上越市の優れた逸品を「メイド・イン上越」として認証しています。
　「メイド・イン上越」認証品をはじめ、市内で製造・生産されている食品はインターネット
商店街「上越特産市場」で購入できます。心を込めた贈り物として、ぜひお選びください。

上越特産市場特産品 工業製品 メイド・イン上越

　
上
越
市
で
は
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
事
業
所
の

人
手
や
後
継
者
不
足
、

ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
資
金

の
地
域
外
へ
の
流
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
縮
小
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
縮
小
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
地
域
内
で

生
ま
れ
た
所
得
を
地
域
内

で
消
費
し
、
地
域
内
で
生

産
さ
れ
た
も
の
や
サ
ー
ビ

ス
の
消
費
を
地
域
内
外
で

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆中小企業者等イノベーション補助金

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
課

題
の
解
決
に
向
け
て
地
域

全
体
で
考
え
、
取
り
組
ん

で
行
く
た
め
、
平
成
30
年

に
「
上
越
市
中
小
企
業･

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
中
小
企
業･

小

規
模
企
業
は
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
大
切
な
存
在

で
す
。
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
、「
地
元
の
も
の
を

買
う
、
食
べ
る
、
贈
る
」

こ
と
を
ぜ
ひ
意
識
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

このまちの経済発展のために
上越市中小企業･小規模企業振興基本条例

　持続可能な市内経済の構築などに向けて、事業継続や、販路開拓、新商品・新サービスの
開発、DX・IT化などの新たな成長に歩みだす市内事業者を支援します。

産業政策課 ☎025-520-5729

事業者の皆さんへ
経営力の向上、事業の活性化と持続的な成長発展を支援します

　農林水産物やその加工品の高付加価値化、営業活動や広告宣伝、専門家の活用などのマー
ケティング活動に取り組む農林漁業者を支援します。

農村振興課 ☎025-520-5751◆農林水産物等マーケティング活動支援事業補助金

　地域資源を生かした農産加工に取り組む農林漁業者が行う、機器・設備の導入や施設の改
修を支援します。

農村振興課 ☎025-520-5751

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

◆6次産業化支援事業補助金

購入

代金

資金流出

代金仕入れ

販売

購入

地元のものを
買う、食べる、贈る

市 民 中小企業・小規模企業

中小企業・
小規模企業

生産者

市外の
お 店

ネット
通 販

（農家の皆さんなど）

地域経済を
　縮小させない！

外貨獲得
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市政　 ピックスト

　老朽化していた上越市総合体育館と上越勤労身体
障害者体育館の大規模工事が完了し、４月１日にリ
ニューアルオープンしました。
　リニューアル後は、照明をＬＥＤ化しエアコンを
設置するとともに、ユニバーサルデザインを取り入れ、
段差の解消をはじめ、車いすの人も利用できるよう
トイレやシャワー室を改修するほか多目的トイレを
設置し、利用しやすい施設としました。

上越市総合体育館を改修 ４/１

　４月１日、牧区棚広集落で中山間地の棚田を守り、地
域の活性化に取り組む「地域おこし協力隊」として、東
京都江戸川区から益

ま し こ
子泉

いづみ
さんが着任し、中川市長から辞

令交付を受けました。
　益子さんは、「地元の人から教えていただきながら、昔
からの伝統や活動に携わり、生活になじんでいきたい」
と語り、中川市長は「地域とのつながりを大切にしながら、
牧区を盛り上げていってほしい」と激励しました。

地域おこし協力隊が着任 ４/１

小田副市長が就任 ４/１
　欠員となっていた２人目の副市長として、４月１日付けで小田基

もとふみ
史副市長

が就任しました。小田副市長は、平成６年に上越市役所に入庁し、総務課法
務室長、産業振興課副課長、秘書課長、産業観光交流部長を歴任しました。
任期は令和４年４月１日から４年間です。

「市民と市長との対話集会」を中学校区ごとに開催します

※１会場につき20人程度でフリートークを行います。各総合事務所へお申し込みください。

●今後の開催予定（中学校区）※日程が決まり次第、お知らせします
　６月：清里中、城北中
　７月：大島中、頸城中、吉川中、三和中、城東中、春日中、潮陵中
　８月：浦川原中、柿崎中、城西中、直江津東中
　10月：板倉中、名立中、雄志中、八千浦中、直江津中

開催日時 会　場 対象中学校区 申し込み先

５月15日㊐ 　午後２時〜３時30分 安塚コミュニティプラザ 安塚中学校区 安塚区総合事務所（☎025-592-2003）

５月20日㊎　午後６時30分〜８時 牧コミュニティプラザ 牧中学校区 牧区総合事務所（☎025-533-5141）

５月24日㊋　午後６時30分〜８時 大潟コミュニティプラザ 大潟町中学校区 大潟区総合事務所（☎025-534-2111）

６月２日㊍　午後６時〜７時30分 はーとぴあ中郷 中郷中学校区 中郷区総合事務所（☎0255-74-2411）

市ホームページ
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　令和3年4月29日に上越市市制施行50周年を迎え
たことを記念し、航空自衛隊「ブルーインパルス」の
展示飛行が行われました。澄み切った青空と満開の
桜の下、市内の至る所で大勢の市民が華麗なアクロ
バット飛行に歓声を上げました。

１ 高田城址公園 南堀（高田スポーツセンター付近）
２ 高田城址公園 西二ノ丸広場（高田城三重櫓上空）
３ 「ナイフエッジ・ローパス」を披露する５番機
４ 関川河川敷
５ 中央橋付近
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■申し込み･問合せ…人事課（〒943-8601 木田1-1-3 ☎025-520-5617）

５月のトピックス

令和５年度採用　市職員を募集します
●試験職種・受験資格（１つの職種に限り受験できます）

試験職種 募集人数 受験資格（詳しくは試験案内書をご覧ください）

Ⅰ　 種
（大学卒業程度）

一 般 行 政 25人程度 次のいずれかに該当する人
・平成６年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人
・平成13年４月２日以降に生まれた人で４年制大学を卒業し
た人または令和５年３月31日までに卒業する見込みの人

土　　 木 ３人程度
建　　 築 １人程度
電　　 気 １人程度

保 健 師 ２人程度
平成６年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人で、
保健師の免許を有する人または令和５年３月31日までに行わ
れる保健師国家試験により免許取得見込みの人

社会福祉士 １人程度
平成６年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人で、
社会福祉士の資格を有する人または令和５年３月31日までに
取得する見込みの人

Ⅱ　種
（短期大学卒業程度）保 育 士 ２人程度

平成８年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた人で、
保育士となる資格を有する人または令和５年３月31日までに
取得する見込みの人

民間企業等
職務経験者

一 般 行 政 ７人程度 昭和56年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、
民間企業等における職務経験年数が通算で３年以上ある人土　　 木 ２人程度

保 健 師 １人程度
昭和56年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、
保健師となる資格を有し、民間企業等における職務経験（保健師、
看護師、助産師に限る）が通算で３年以上ある人

●申込期間・試験日
内容 と　　き ところ・申込方法

申込期間 ４月27日㊌～
５月31日㊋　 原則、市ホームページからの電子申請による申し込み

一次試験 ６月19日㊐

Ⅰ種および民間企業等職務経験者は、申込時に上越会場か東京会場を選択で
きます。
【上越】県立上越テクノスクール、市民プラザ、ユートピアくびき希望館
　　　　※会場は送付する受験票でお知らせします。
【東京】全国町村会館

●試験案内書　※今年度は試験内容を一部変更したので、必ず試験案内書を確認してください
　試験内容および受験手続などを記載した試験案内書は、４月27日㊌以降、市役所の総合案内

（１階）と人事課（４階）、各総合事務所、南･北出張所や図書館などの市の主な出先機関、ハロー
ワーク上越およびにいがた暮らし・しごと支援センター（表参道、有楽町）に設置します。また、
市ホームページからダウンロードできます。

●今後の予定
◦職員採用試験の申込状況を、５月20日㊎から市ホームページでお知らせします。
◦ ９月18日㊐にⅠ種（大学卒業程度）＝「学芸員」「司書」、Ⅲ種（高校卒業程度）＝「一般行政」「土木」、

障害のある人＝「一般行政」の試験を予定しています。詳しくは広報上越８月号でお知らせします。
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■問合せ…上越市選挙管理委員会事務局（☎025-526-5111、内線2401～2403）

新潟県知事選挙 投票日は5月29日㊐
●投票できる人
　平成16年５月30日までに生まれた人（選挙当日満18歳以上）で、令和４年２月11日以前から引き続き
上越市に住民登録をしている人（※居住証明書類が必要）です。

異動区分 届出区分 届出日 投票場所

市内の異動 転居届 ４月22日㊎以前 新しい住所地
４月23日㊏以降 以前の住所地

市外から転入
（県内のみ） 転入届 ２月11日以前 上越市の住所地

２月12日以降※ 以前の住所地

市外へ転出
県内の他市町村

への転入届
２月11日以前 新しい住所地
２月12日以降※ 上越市の住所地

投票する前に県外に転出 投票できません

●入場券を持って投票所へ　※投票所ではマスク着用や手指消毒など感染対策の徹底をお願いします
　入場券は５月12日㊍頃に各世帯へ郵送します。事前に入場券に記載された投票所と開設時間を必ず確認
してください。

●期日前投票・不在者投票
　投票日当日に仕事や旅行などのため投票できない人は、期日前投票や不在者投票を利用してください。
◦期日前投票　※住んでいる地区に関係なく、市内のどの期日前投票所でも投票できます

開設期間 期日前投票所 開設時間
５月13日㊎～28日㊏ 市民プラザ（土橋） 午前８時30分～午後８時

５月23日㊊～28日㊏

福祉交流プラザ（寺町２）、各総合事務所・コミュニティ
プラザ（柿崎区は柿崎保健センター） 午前８時30分～午後７時

直江津ショッピングセンターエルマール（西本町３）、
イオン上越店（富岡） 午前10時～午後８時

◦不在者投票　※事前に手続きが必要です。早めに市選挙管理委員会に連絡してください
１　指定病院や特別養護老人ホームなどに入院・入所している人 
　▶投票場所…入院・入所施設　▶問合せ…市選挙管理委員会または病院・施設の係員へ
２　身体に障害のある人 　※新たに希望する場合は申し出てください
　▶ 対象者…次の⑴～⑶のいずれかに該当する人　⑴身体障害者手帳を持っている人で障害の程度が①～

③のいずれかに該当＝①両下肢、体幹、移動機能の障害が１級または２級、②心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸の障害が１級または３級、③免疫、肝臓の障害が１級～３級、⑵戦傷病者手帳
を持っている人で障害の程度が①か②のいずれかに該当＝①両下肢、体幹の障害が特別項症～第２項症、
②内臓機能の障害が特別項症～第３項症、⑶介護保険「要介護５」の人　▶投票方法…郵送

３　選挙期間中に上越市へ帰ることができない人 
　▶ 投票場所…滞在中の市区町村の選挙管理委員会　▶申し込み…必要事項を記入の上、書類を市選挙管

理委員会事務局へ郵送　※必要な書類は市ホームページからダウンロードできます
４　新型コロナウイルス感染症により「自宅療養」または「宿泊療養」している人 
　▶ 対象者…市ホームページで確認するか市選挙管理委員会へ問い合わせてください　※濃厚接触者は通

常どおり投票所などでの投票となります　▶投票方法…郵送

●開票（即日開票）
▶とき…５月29日㊐午後９時～　▶ところ…リージョンプラザ上越　▶参観対象者…上越市の
選挙人名簿に登録されている人　▶定員…250人（当日先着順）

期日前投票の状況、投票・開票の状況は、市ホームページでご覧いただけます
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ー
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
区
内
３
０
４
世
帯
に
「
屋
号
看
板
」

を
取
り
付
け
る
事
業
に
５
年
間
取
り

組
ん
だ
ほ
か
、
２
０
０
０
球
の
彼
岸

花
を
集
落
全
員
で
植
栽
し
た
り
、
く

ん
炭
ア
ー
ト
を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

集
落
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い

た
住
民
が
、
一
つ
の
こ
と
を
協
力
し

て
成
し
遂
げ
た
こ
と
の
喜
び
や
自
信

に
つ
な
が
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

ー
活
動
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
は
？

　
「
個
別
訪
問
」
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
28
集
落
を
担
当
し
て
お
り
、

き
め
細
や
か
な
訪
問
は
難
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
訪
問
し
た
お
宅

で
「
来
る
の
を
待
っ
て
た
よ
！
」
と
言

わ
れ
た
と
き
は
、
推
進
員
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

集
落
の
高
齢
化
が
進
み
、
普
段
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
も
、

神
社
の
清
掃
や
祭
事
は
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
残
り
、
畑
を
守
り
な
が
ら
、

訪
問
時
に
は
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て

く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
励

ま
さ
れ
る
と
と
も
に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

中
山
間
地
域
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
こ
の
地
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
窓
口
に
な

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市ホームページ

牧区 松本 美
み す ず

鈴 推進員

住民同士で支え合って生きよう！
というメッセージとともに描いた

「くん炭アート」

　
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
、

活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
「
集
落
づ
く

り
推
進
員
」。
今
回
は
牧
区
の
松
本
推

進
員
を
紹
介
し
ま
す
。

●航路の歴史
　直江津港は佐渡島の小木港と国道350号（海上国道）で結ばれており、
航路は120年を超える歴史を有します。昭和63年に、当時の小木町と
友好港湾都市を提携し、これまで相互交流を行ってきました。

●佐渡の魅力は？
　世界文化遺産登録の推薦が決まった「佐

さ ど
渡島の金山」をはじめとする

歴史的な遺跡や建造物、北前船で栄えた古い街並みが残る宿
しゅくねぎ
根木、海

風を感じられるテラス席で楽しむカフェや、スキューバダイビングな
どの大自然を味わえるアクティビティがあります！

●今年も佐渡へ出掛けよう！
　４月29日㊎・㊗から、両港を結ぶジェットフォイルが運航します。
１日２往復ありますので、日帰り旅行も楽しめます。
　佐渡汽船では、乗船と宿泊がセットのお得なプランを用意しています。

▶佐渡への旅行に関する問合せ
　　佐渡汽船直江津総合案内所（☎025-544-1234）
▶記事に関する問合せ
　　産業立地課（☎025-520-5737）

直江津港を知ろう！①
− 直江津港と佐渡・小木港を結ぶ佐渡航路 −

佐渡汽船
ホームページ

佐渡金山「道遊の割戸」

万畳敷 ＃まるでウユニ塩湖！

佐渡金山「道遊の割戸」

万畳敷 ＃まるでウユニ塩湖！
まんじょうじき

どうゆう わりと
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せ

ら

知

お

※5月15日は中止

せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談

相

料

無

も

座
講
・
し
お
よ
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）

所
各
問
合
せ
先
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
１

階
）、
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北

出
張
所
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
高
田
図

書
館
、高
田
図
書
館
浦
川
原
分
館
、

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
、教
育
プ
ラ
ザ
、

直
江
津
学
び
の
交
流
館
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
く
び
き
希
望
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

●
意
見
を
募
集

　
上
越
市
地
域
防
災
計
画（
修
正
案
）

時
意
見
公
募
期
間
＝
５
月
16
日
㊊

～
６
月
15
日
㊌　
申
問
市
民
安
全

課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５

６
６
０
、

shim
in-anzen@

city.joetsu.lg.jp

）

●
実
施
し
な
い
理
由
を
公
表

　
上
越
市
水
防
計
画
（
修
正
案
）

○
実
施
し
な
い
理
由
＝
修
正
内
容

が
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

お
よ
び
新
潟
県
水
防
計
画
の
修
正

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
生

活
お
よ
び
事
業
活
動
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
た
め

時
理
由
公
表
期
間
＝
４
月
25
日
㊊

～
５
月
24
日
㊋　
問
危
機
管
理
課

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
６
６
５
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
防
災
ラ
ジ
オ

や
戸
別
受
信

機
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど

か
ら
大
音
量
で

放
送
を
行
い
ま
す
が
、
試
験
で
す

の
で
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

災
害
な
ど
の
発
生
時
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

５
月
15
日
㊐
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

試
験
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
５
月
18
日
㊌
午
前
11
時　
他
放

送
内
容
＝
チ
ャ
イ
ム
を
流
し
、「
こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
を
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
広

報
上
越
で
す
」
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

た
後
、
チ
ャ
イ
ム
を
流
し
終
了
し

ま
す　
問
危
機
管
理
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
６
６
５
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
３
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で
測
定
し

た
値
（
月
間
の
平
均
値
、最
小
値
、

最
大
値
）
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の

値
で
あ
る
毎
時
０・０
１
６
～
０・

１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範

囲
内
で
し
た
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

お
知
ら
せ

●市内の交通事故件数
１月１日〜３月末日の状況

発生件数 49件（＋14）
死者数 0人（−１）
負傷者数 59人（＋22）

●市内の犯罪発生件数
１月１日〜３月末日の状況

刑法犯罪認知件数 117件（−４）
その内窃盗犯 72件（＋９）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”

特殊詐欺に注意！
　金を返す、または要求する内容の電話は
詐欺と疑い、まずは確認を。
問市民安全課（☎025-520-5661）

※ いずれも暫定値で、（　）内は前年比

納
期
限
　
５
月
31
日
㊋

▼
軽
自
動
車
税
【
種
別
割
】

�

（
全
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

（
随
時
期
）

▼
介
護
保
険
料�

（
第
２
期
）

▼
国
民
年
金
保
険
料

�

（
４
月
分
）

▼
自
動
車
税
【
種
別
割
】

�

（
定
期
）

税・保険料の納期限

事業やもよおしなどの実施について　�新型コロナウイルス感染症の影響などにより延期・中止する場合がありますのでご了承ください。

時…日時、期間   所…場所   対…対象（表記無し：どなたでも）
定…定員   費…費用（表記無し：無料）   講…講師
申…申込（表記無し：不要）   問…問合せ   他…その他

「広報上越」へのご意見をお寄せください
　掲載してほしい内容、その他広報紙全般に
ついてのご意見、感想を、電話、ファクシミリ、
メール、アンケートフォームからお寄せくださ
い。今後の紙面づくりの参考とします。
問広報対話課
☎025-520-5614 FAX025-526-6112 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp

詳しくは
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空
き
地
を
適
切
に 

管
理
し
ま
し
ょ
う

　
空
き
地
は
適
切
な
管
理
を
し
な

い
と
雑
草
が
生
い
茂
り
、
害
虫
の

発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を
招
く

な
ど
、
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
に
不

快
感
を
与
え
ま
す
。

　
所
有
者
は
、
定
期
的
な
草
刈
り

や
清
掃
な
ど
を
行
い
、
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
刈
り
取
っ
た
草
は
可
燃
ご
み
へ

　
刈
り
取
っ
た
草
は
、
燃
や
せ
る

ご
み
指
定
袋
に
入
れ
て
集
積
所
に

出
す
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
搬
入
し
、
処
分
（
有
料
）
し

て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤
を
使
用
す
る
際
は
周
囲

へ
配
慮
を

　
除
草
剤
は
、
容
器
に
記
載
さ
れ

た
使
用
方
法
を
守
っ
て
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
向
き
や
周

囲
の
状
況
に
配
慮
し
、
作
業
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
、
内
線
１
０
２

０
・
４
１
１
５
）

被
覆
肥
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の 

河
川
な
ど
へ
の
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
一
発
元
肥
な
ど
の
被
覆
肥
料
は
、

肥
料
成
分
が
溶
出
し
た
後
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
殻
が
生
態
系
を
含
め
た

海
洋
環
境
の
悪
化
を
引
き
起
こ
す

と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
は
、
代
か
き

時
に
水
面
へ
浮
遊
し
や
す
く
な
る

た
め
、
ほ
場
か
ら
河
川
な
ど
へ
流

出
さ
せ
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

●
流
出
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
畦
畔
管
理

・�

丁
寧
な
畦
塗
り
で
漏
水
を
防
ぐ
。

・�
排
水
口
の
止
水
板
は
畦
の
高
さ

以
上
と
す
る
。

○
代
か
き
・
田
植
え
時

・�

入
水
ま
で
に
田
面
を
均
平
に
す
る
。

・
代
か
き
は
浅
水
で
行
う
。

・�

田
植
え
前
は
強
制
落
水
は
せ
ず
、

自
然
落
水
で
水
位
を
調
整
す
る
。

●
浮
遊
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の

除
去

・�

ほ
場
内
で
浮
遊
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
殻
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
網

な
ど
で
す
く
い
取
る
。

問
農
政
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
４
８
）

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

●
考
え
よ
う
！
大
人
に
な
る
と
で

き
る
こ
と
、
気
を
付
け
る
こ
と

～
18
歳
か
ら
大
人
に
～

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
商
品
の
購
入・サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
商
法
、
多
重
債
務
問
題
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談

者
が
自
力
で
解
決
で
き
る
よ
う
専

門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

時
相
談
時
間
＝
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

問
相
談
・
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・

１
９
０
５
）

創
造
行
政
研
究
所 

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
№
51
を
発
行

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
、
令

和
２
年
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
分

か
る
人
口
の
動
き
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
市
役
所
木
田
第
１
庁
舎
、
各
総

合
事
務
所
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
上
越
市
創
造

行
政
研
究
所

（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
３
４

９
０
）

上
越
市
内
公
共
交
通 

「
マ
イ
時
刻
表
」を
作
成・配
布
し
ま
す

　
自
宅
最
寄
り
の
バ
ス
停
や
駅
か

ら
、
病
院
な
ど
日
常
的
に
訪
れ
る

場
所
ま
で
の
鉄
道
・
バ
ス
の
路
線

名
や
発
着
時
刻
、
乗
車
料
金
な
ど

を
記
載
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の

個
人
用
時
刻
表
を
作
成
し
、
配
布

し
ま
す
。

　
申
し
込
み
か
ら
約
１
週
間
後
に

郵
送
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
交
通
政

策
課
、
各
総
合
事
務
所
、
バ
ス
案

内
所・営
業
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

申
問
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、交
通
政
策
課
（
☎
０
２
５・

５
２
０・５
６
３
３
、
FAX
０
２
５・�

５
２
６・
８
３
６
３
、

kotsu@
�

city.joetsu.lg.jp

）、
市
民
課
、

南・北
出
張
所
、
各
総
合
事
務
所
、

バ
ス
案
内
所
・
営
業
所
へ
。
申
込

用
紙
は
申
込
先
、
市
役
所
木
田
第

１
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

民
生
委
員・児
童
委
員
は 

身
近
な
相
談
役

　
毎
年
５
月
12

日
は
、「
民
生

委
員
・
児
童
委

員
の
日
」で
す
。

　
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
困
り
事
な
ど
の
相

談
を
受
け
、
問
題
解
決
に
向
け
た

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
相
談
は
、
主
任

児
童
委
員
が
専
門
に
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
各
委
員
は
、
地
域
の
推
薦
を
受

け
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
上
越
市
で
は
４
３
７
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義

務
が
あ
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
受

け
た
相
談
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

　
困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
９
３
）、
各
総
合
事
務
所

地
域
支
え
合
い
事
業（
通
い
の
場
）

「
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
」

　
各
地
域
自
治
区
（
28
区
）
ご
と

に
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防

や
地
域
住
民
と
の
交
流
、
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と
し
た
、

地
域
支
え
合
い
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
４
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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企
業
の
設
備
投
資
な
ど
を

支
援

　
市
で
は
、
企
業
の

投
資
な
ど
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制

度
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
制
度
ご
と
に
対
象
業
種
や
要

件
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
計

画
段
階
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
設
備
投
資
に
対
す
る
優
遇
制
度

○�

市
内
産
業
団
地
な
ど
の
用
地
取

得
に
対
す
る
補
助

○�

直
江
津
港
を
利
用
し
た
輸
出
・

輸
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
対
す
る

補
助

問
産
業
立
地
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

３
６
）

６
次
産
業
化
支
援
事
業
補
助
金

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
農
林
水

産
加
工
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者

な
ど
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
新
規
ま

た
は
規
模
拡
大
の
た
め
の
機
器
・

設
備
導
入
や
施
設
改
修
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
問
農
村
振
興

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

５
１
）

新
た
に
地
産
地
消
推
進
の

店
を
認
定
し
ま
し
た

　
市
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た

め
、「
上
越
市
地
産
地
消
推
進
の
店
」

と
し
て
、
新
た
に
10
店
舗
を
認
定

し
ま
し
た
。

　
認
定
店
で
は
、
旬
の
上
越
産
品

や
そ
れ
ら
を
使
っ
た
料
理
・
商
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
地
産
地
消
推
進
の
店
10
店
舗　

問
農
政
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
４
７
）

水
の
事
故
に
注
意

　
こ
れ
か
ら

の
時
季
は
、

海
や
川
、
湖

な
ど
へ
出
掛

け
る
人
が
多

く
な
り
、
水

に
よ
る
事
故

が
心
配
さ
れ

ま
す
。
水
の
事
故
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
水
の
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・�

海
・
川
・
湖
な
ど
で
遊
ぶ
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
す
る

・
立
入
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い

・
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

・
気
象
情
報
に
注
意
す
る

問
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
５
）

山
火
事
・
た
き
火
火
災
に
注
意

「
山
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
の　

心
が
け
」

●
た
き
火
、
た
ば
こ
の
不
始
末
が

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す

　
例
年
、
春

先
か
ら
初
夏

に
か
け
て
野

焼
き
の
火
が

拡
大
す
る
な

ど
、
林
野
の

火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
季
節

は
空
気
が
乾

燥
し
、
風
が
吹
く
と
、
小
さ
な
火

種
で
も
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
き
火
は
、
煙
害
の
原

因
と
な
る
ほ
か
、
近
所
迷
惑
に
も

な
り
ま
す
。
た
き
火
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
上
越
地
域
消
防
局
予
防
課
（
☎

０
２
５
・
５
４
５
・
０
２
３
０
）、

市
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
７
）

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ

る
野
焼
き
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
、

原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
は
、
環
境
被
害
を
も
た
ら
す

と
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
火

災
の
発
生
や
煙
害
に
よ
り
地
域
の

皆
さ
ん
に
迷
惑
が
掛
か
る
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
（
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）

が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
禁
止
の
例
外
と
な
る
野
外
焼
却

・�

国
、
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

理
の
た
め
に
行
う
必
要
な
焼
却

・�

災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

・�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
の
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど

焼
き
な
ど
）

・�

農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得

な
い
焼
却
（
漁
網
に
付
い
た
海

産
物
の
焼
却
な
ど
）

・�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
焼
却
（
た
き
火

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行

う
際
の
木
く
ず
の
焼
却
な
ど
）

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
、
内
線
１
０
２

０
・
４
１
１
５
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

　
大
気
汚
染
物

質
が
強
い
紫
外

線
を
受
け
る

と
、
化
学
反
応

を
起
こ
し
、「
光

化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
」
に
変
質
し
ま
す
。
気
象
条

件
に
よ
っ
て
は
白
く
も
や
が
か

か
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
こ

れ
を
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
と
い

い
ま
す
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
春
か

ら
夏
に
か
け
て
高
濃
度
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
健
康
に
影
響
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
、
県
か
ら
注
意

報
が
発
令
さ
れ
る
と
と
も
に
防
災

行
政
無
線
、安
全
メ
ー
ル
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
も
直
ち

に
健
康
被
害
が
発
生
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
屋
外
で
の
運

動
を
控
え
、
目
や
喉
に
痛
み
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
水
道

水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
し
、
室
内

で
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

詳しくは

詳しくは詳しくは
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ク
マ
の
出
没
に 

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
、

山
歩
き
や
耕
作
中
に
ク

マ
の
目
撃
が
多
発
し
ま

す
。
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

環
境
保
全
課
、
各
総
合
事
務
所
、

警
察
署
の
い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
に
は
市
内

で
も
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
た
め
に

・�

ラ
ジ
オ
や
鈴
を
鳴
ら
す
な
ど
、

自
分
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ

る
・�

自
然
は
野
生
動
物
の
す
み
か
と

認
識
し
、山
歩
き
な
ど
の
際
は
、

周
囲
に
気
を
配
る

●
ク
マ
に
出
合
っ
た
ら

・�

ク
マ
を
刺
激
（
大
声
を
出
す
、

物
を
投
げ
る
な
ど
）
し
な
い

・�

目
を
そ
ら
さ
ず
、
後
ず
さ
り
で

離
れ
る
（
絶
対
に
走
ら
な
い
）

●
春
か
ら
夏
の
注
意
点

・�

子
グ
マ
を
見
て
も
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
（
母
グ
マ
が
子
グ
マ
を

守
る
た
め
に
人
に
向
か
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
）

　ノイシュヴァンシュタイン城は、2014年にドイツ観
光局によって行われた外国人観光客向けのドイツの人気
観光スポット調査で、人気ランキング１位に輝きました。
ドイツ南部バイエルン州の山脈を背にそびえ立つこのお
城では、６～８月の夏の期間には１日に平均で6,000人
もの観光客が訪れ、まるでグリム童話などのメルヘンの
世界にいるような雰囲気を楽しめます。
　あの有名なウォルト・ディズニーもノイシュヴァンシュ
タイン城を訪れた観光客の１人だと言われています。こ
のお城の塔を見て強く感銘を受け、ディズニーランドの

シンデレラ城のモデルにした
そうです。
　ノイシュヴァンシュタイン
城は当時のバイエルン国王（在
位：1864年-1886年）であっ
たルードヴィヒ２世の指示で、
彼が抱いていた理想的な中世

ドイツをイメージして1869
年に建設が開始されました。
ルードヴィヒ２世は子どもの
時、ノイシュヴァンシュタイ
ン城の近くにある彼の父が
作ったお城で夏を過ごし、後
にノイシュヴァンシュタイン
城が建設される場所でよく遊んでいたそうです。
　また、彼は中世ドイツの騎士の物語やオペラが大好き
で、その趣味の世界に没頭するためにノイシュヴァンシュ
タイン城に膨大な建設費用を注ぎ込んだ末、1886年に
家臣たちに廃位させられ、次の日に謎の死を遂げました。
　遺言には、自分の死後にお城を取り壊すようにと書い
てありましたが、彼が数カ月しか住めなかった建設中の
お城は1886年８月から一般公開され、その後1890年
から1892年に最低限の工事を行った後に建設を終了し
ました。

ヤニックのドイツ紹介㉚ Dreißig（ドライスィッヒ）

メルヘンのお城「ノイシュヴァンシュタイン城」

ノイシュヴァンシュタイン城（1900年撮影）
パブリックドメイン（公有）

ノイシュヴァンシュタイン城・歌人の広間
（1890年代の色付け絵はがき）

パブリックドメイン（公有）作：Joseph Albert

またお会いしましょう！ A
アウフ

uf W
ヴ ィ ー ダ ー ゼ ー エ ン

iedersehen !

　皆さん、こんにちは！ G
グーテン
uten T

ターク
ag!   国際交流員のディーツ・ヤニックです。

　今回はドイツでもっとも有名な観光スポット「ノイシュヴァンシュタイン城」について紹介します。

　観光地や海岸保安林の松林を松くい虫被害から守るために、無人ヘリコプター（ラジコンヘリ）による薬剤散布を
実施します。

【散布区域および散布日など】　※○…散布を行う日。―…散布しない日

散布区域 薬剤名 散布開始
予定時間

散布日 予備日 問合せ先5/24㊋ 5/25㊌ 5/26㊍ 5/27㊎ 5/30㊊ 5/31㊋ 6/1㊌ 6/2㊍ 6/3㊎ 6/6㊊ 6/7㊋ 6/8㊌
①春日山城跡周辺 モリエート

ＭＣ
午前
４時30分頃

○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 農林水産整備課
☎025-520-5759②八千浦地区

海岸保安林全域 ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③大潟区
海岸保安林全域 スミパイン

ＭＣ

― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 柿崎区総合事務所
建設グループ
☎025-536-6721④柿崎区

海岸保安林全域 ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 悪天候（風速３ｍ以上または降雨）などにより順延した場合は、５月30日㊊～６月8日㊌の期間（土・日曜日を除く）
に上表中①→②→③→④の順に実施します。

※散布する前に、近くに住む皆さんへは回覧板などによる周知と散布区域付近に設置する告知看板などでお知らせします。
※ 保育所、小・中学校又は各種団体などの行事で、散布区域内の観光地や森林施設などを利用する場合は、散布期間

の利用を避けるなど、計画時からの配慮をお願いします。

令和4年度　松くい虫対策事業（無人ヘリ薬剤散布）の実施
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健康診査

５月の献血バスの日程

●こどもの健康診査
　乳幼児健康診査や離乳食相談会の日程は、市ホームページまたは上越市子育て応援ステーションホームペー
ジで確認してください。
●５月中旬から成人の健康診査、各種がん検診が始まります
　年に一度は健（検）診を受け、自分の体の状態を確認しましょう。
時所令和４年度は日時と会場を指定します
　令和２年度または令和３年度に市が実施した健康診査を受けた人へ、３月下旬に案内はがきを郵送しています（受診
券は、健（検）診日の２週間前頃に届きます。）
　詳しい日程は、広報上越４月号と併せて配布した「上越市健康診査カレンダー」をご覧ください。
対対象者

健康診査
特定健康診査 40歳以上の上越市国民健康保険加入者
市民健康診査 職場などで受診する機会がない18〜39歳の市民
後期高齢者健康診査 後期高齢者医療制度加入者

がん検診
胃がん、大腸がん、肺がん、肝炎ウイルス 40歳以上
前立腺がん 50歳以上の男性
子宮頸がん 20歳以上の女性
乳がん 40歳以上の女性

申日時の変更・新規予約は、健（検）診日の３週間前まで
申込方法 会場 申込先

インターネット
（24時間対応） すべての会場 上越市健康診査・がん検診予約システム

（右の二次元コードから予約システムにアクセスできます）

電　　　　話
上越医師会館
妙高健診室 上越医師会（平日午前９時〜午後４時、☎025-521-0507）

公民館や体育館など 健診専用ダイヤル（平日午前８時30分〜午後５時15分、☎025-521-6231、6233）
または各総合事務所

上越市子育て応援
ステーション

 問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

実施日 受付時間 会　　場
３日㊋・㊗

15日㊐
22日㊐

10：00〜12：00
13：30〜16：00

イオン上越店
（毎月第１火曜日と第３・４日曜日に実施しています）

11日㊌ 10：00〜11：30
13：30〜15：30 上越市役所　木田第１庁舎 献血キャラクター

けんけつちゃん

●自転車の安全な利用
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
＜例外として歩道の通行が認められる場合＞
・「自転車歩道通行可」の標識があるとき
・13歳未満もしくは70歳以上、または身体が不自由な人
・ 交通の状況に照らし、安全を確保するためやむを得な

いとき
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止
・夜間はライトを点灯
・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメット着用

●放置自転車をなくしましょう
　例年、市の駐輪場などに放置したと思われる自転車が
多く見受けられます。こうした自転車は、他の利用者の
迷惑になるだけでなく、景観や防犯の面からも望ましく
ありません。卒業などで使用しなくなった自転車は、必
ず家に持ち帰り、適正に管理・処分してください。
○自転車を処分する場合
・ 自転車防犯登録取扱店や警察で手続きし、防犯登録を

抹消しましょう
・燃やせないごみの日に集積所に出しましょう
○自転車の利用を継続する場合
・自転車を安全に利用するため点検しましょう
・ 県外に引っ越す場合は、防犯登録の手続きを忘れずに

行いましょう
 問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

５月は自転車安全月間です
　自転車は自動車と同じ車両の仲間です。交通ルールとマナーを守って利用しましょう。
　また、新潟県では10月から、自転車損害賠償責任保険などへの加入が義務化されます。万が一の事故に備えて自転
車保険に入りましょう。

「自転車歩道通
行可」の標識
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男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
講
座 

映
画
上
映
会
＆
ト
ー
ク「
わ
れ
弱
け
れ
ば 

矢
嶋
楫
子
伝
」

　
女
性
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
明
治・

大
正
時
代
に
、
女
子
教
育
に
力
を

注
ぎ
、
女
性
解
放
運
動
に
生
涯
を

捧
げ
た
映
画
を
観
て
、
話
し
合
い

ま
す
。

時
６
月
12
日
㊐
午
後
１
時
30
分
～

４
時
40
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
定

40
人
（
申
込
順
）　
他
映
画
上
映

の
み
の
参
加
可　
申
５
月
６
日
㊎

以
降
に
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２
７
・
３

６
２
４
）

保
育
ル
ー
ム
有
り

対
６
カ
月
～
就

学
前　
定
５
人
（
申
込
順
）　
申

５
月
６
日
㊎
～
27
日
㊎
の
間

高
齢
者
に
よ
る
趣
味
の 

作
品
展
示

　
高
齢
者
の
趣
味

活
動
や
創
作
活
動

の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
展
示
品
は

１
～
２
週
間
前
後

で
入
れ
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
ど

な
た
で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
。

時
所
①
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

●農林水産物等マーケティング活動支援事業補助金
　意欲のある農林漁業者が自ら取り組む農林水産物など
のマーケティング活動（営業活動や広告宣伝、高付加価
値化に向けた取り組み、マーケティングの
専門家の活用など）に必要な経費の一部に
ついて支援します。
対市内農林漁業者　
●農林水産物等マーケティング活動実践塾
　マーケティング＝売れる仕組みづくりの考え方を理解
し、実践できる経営感覚に優れた農林漁業者などを育成
するため、全８回の連続講座を開催します。
時６月21日㊋～令和５年２月７日㊋　対市
内農林漁業者（就業希望者を含む）　定10
事業者（抽選）　申５月31日㊋までに申込先

 申し込み・問合せ…農村振興課（☎025-520-5751）

詳しくは

詳しくは

農林水産物等マーケティング活動 ５月分の都市ガス料金

も
よ
お
し
・
講
座

時　
②
直
江
津
ふ
れ
あ
い
館
（
直

江
津
小
学
校
１
階
）
＝
午
前
９
時

～
午
後
６
時　
問
高
齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

第
51
回
上
越
市
民
芸
能
祭 「
バ
レ
エ
、モ
ダ
ン・

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」

　
市
内
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
団
体

が
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し

ま
す
。

時
５
月
28
日
㊏
午
後
６
時
～
８
時

（
開
場
＝
午
後
５
時
30
分
）　
所
上

越
文
化
会
館　
問
社
会
教
育
課（
☎

０
２
５
・
５
４
５
・
９
２
４
５
）

県
主
催「
読
書
お
た
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
」 

入
賞
作
の
展
示

　
県
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書

で
感
動
し
た
こ
と
を
手
紙
で
表
現

し
た
「
読
書
お
た
よ
り
」
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
上
越
市
の
児
童
の
作

品
も
あ
り
ま
す
。

時
５
月
３
日
㊋
・
㊗
～
22
日
㊐　

所
問
高
田
図
書
館
（
☎
０
２
５
・

５
２
３
・
２
６
０
３
）

第
1
回
「
上
越
市 

親
の
会
」

　
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
（
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
な

ど
）
を
持
つ
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
会

で
す
。
お
互
い
の
悩
み
を
出
し
合

い
、
懇
談
す
る
こ
と
で
解
決
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出

張
所
に
あ
る
開
催
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

時
５
月
14
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
教
育
プ
ラ
ザ　
問

青
少
年
健
全
育

成
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
４
４
・
４
６

９
０
）

岡
沢
拠
点
収
蔵
施
設
の 

一
般
公
開

　
上
越
市
の
民
俗
資
料
を
収
蔵
す

る
岡
沢
拠
点
収
蔵
施
設
の
一
般
公

開
を
行
い
ま
す
。
国
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
ド
ブ
ネ
ほ
か
約
３
万
点

の
民
俗
資
料
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

時
５
月
４
日
㊌
・
㊗
午
前
10
時
～

午
後
４
時　
所
岡
沢
拠
点
収
蔵
施

設
（
旧
岡
沢
小
学
校
（
中
郷
区
岡

沢
））　
問
歴
史

博
物
館
（
☎
０

２
５・５
２
４・

３
１
２
０
）

　原料費調整制度による５月分の都市ガス料金
（一般契約料金）は下記のとおりです。今回の
調整は、令和３年12月～令和４年２月のLNG
等平均原料価格（貿易統計値）が前月分算定期
間の平均原料価格に比べ上昇したことによるも
のです。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）

０〜25㎥ 150.88円

26〜150㎥ 149.11円

151㎥以上 147.65円

前月検針分に比べ１㎥当たり2.89円の値上げ
となります。
※基本料金は変わりません。

 問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

詳しくは

詳しくは詳しくは
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春
季　
初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
５
月
25
日
㊌
か

ら
の
毎
週
水
曜

日
、
午
後
７
時
～

９
時
（
全
10
回
）　

所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
越　
対
20

歳
以
上　
定
30
人
（
抽
選
）　
費

８
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）　

申
問
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
５
月
16
日
㊊
（
必
着
）

ま
で
に
上
越
市
テ
ニ
ス
協
会
の
植�

木
淳
一
さ
ん
（
〒
943・0834�

西
城
町�

２-

４-

８
、
☎
０
２
５・５
２
６・

１
８
３
７
）
へ　
他
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
貸
し
出
し

ま
す上

越
体
操
場（
ジ
ム
リ
ー
ナ
）

の
も
よ
お
し

申
問
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、住
所
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
０

２
５
・
５
４
５
・
９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

　
体
幹
を
鍛
え
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
５
月
29
日
～
６
月
19
日
ま
で
の

毎
週
日
曜
日
、
午
後
４
時
～
５
時　

対
小
学
生
以
上　
定
20
人（
抽
選
）　

費
１
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）　

申
５
月
９
日
㊊
ま
で

●
親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

　
家
庭
で
の
運
動
あ
そ
び
の
促
進

を
目
的
に
、
親
子
運
動
あ
そ
び
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

時
６
月
15
日
㊌
午
前
10
時
～
11
時　

対
２
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者　

定
10
組
（
20
人
・
抽
選
）　
費
２

０
０
円
（
1
組
2
人
分
、
保
険
料

込
）　
申
５
月
16
日
㊊
ま
で

市
民
体
力
・
測
定
会

　
自
身
の
体
力

を
測
定
し
、
健

康
増
進
に
役
立

て
る
た
め
の
体

力
測
定
会
を
開

催
し
ま
す
。
子

ど
も
の
同
伴
や

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

時
7
月
２
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午

（
受
付
は
午
前
9
時
～
11
時
）　
所

教
育
プ
ラ
ザ
体
育
館　
対
20
歳
～

79
歳　
他
実
施
種
目
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
測
定
会
前
2
週
間
の
体

調
確
認
を
実
施
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い　
申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
☎
０
２
５・５
４
５・９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
じ
ょ
う
え
つ
の
水
源
め
ぐ
り

　
直
江
津
の
海
浜
公
園
と
水
源
公

園
を
徒
歩
で
巡
っ
た
後
に
、
う
み

が
た
り
を
見
学
し
ま
す
。

時
６
月
５
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午
、�

午
後
１
時
～
４
時　
対
小
学
生
以�

上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

定
午
前
15
人
、
午
後
15
人（
抽
選
）　

費
１
０
０
０
円　
申
問
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
５
月
20

日
㊎
ま
で
に
、
ガ
ス
水
道
局
経
営

企
画
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
２
・

５
５
１
４
）
へ
。
申
込
用
紙
は
、

ガ
ス
水
道
局
本
局
、
各
営
業
所
、

各
総
合
事
務

所
、
南
・
北
出

張
所
に
あ
り
ま

す上
越
市
民
憲
法
講
座 

「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」in
上
越

　
「
檻お

り

の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」
の
著

者
が
憲
法
と
は
何
か
を
分
か
り
や

す
く
講
演
し
ま
す
。

時
５
月
６
日
㊎
午
後
６
時
10
分
～

９
時　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
定

３
０
０
人　
費
１
０
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）　
講
楾
大
樹
氏

（
弁
護
士
）　
他
憲
法
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
参
加
者
に
配
布　
申
問
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
メ
ー
ル

ま
た
は
電
話
で
「
檻
の
中
の
ラ
イ

オ
ン
」
in
上
越
実
行
委
員
会
の
上

村
さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

９
５
８
５
、

joetsupower@
yahoo.co.jp

）

上
越
名
家
一
斉
公
開 

「
春
の
公
開
」

　
市
内
の
歴
史
的
旧
家
４
邸
を
公

開
し
ま
す
。

時
５
月
14
日
㊏
、
15
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
４
時　
所
白
田
邸
（
頸

城
区
森
本
）、
瀧
本
邸
（
頸
城
区

百
間
町
）、
林
富
永
邸
（
三
和
区

神
田
）、
保
阪
邸
（
戸
野
目
）　
費

５
０
０
円　
他
来
場
者
多
数
の
場

合
は
入
場
を
制
限
し
ま
す
。
歴
史

的
建
造
物
保
護
の
観
点
か
ら
、
靴

下
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い　
問
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
小
林
さ
ん

（
☎
０
８
０
・

４
３
２
５
・
４

２
２
４
）

「
に
い
が
た
緑
の
陣
」 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
座

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
夏
の
日

差
し
を
遮
り
、
室
内
を
快
適
に
す

る
だ
け
で
な

く
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

講
座
で
は
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
育
て
方
を

学
び
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
植
え
も
行
い

ま
す
。
参
加
者
に
は
ゴ
ー
ヤ
の
苗

２
株
を
進
呈
し
ま
す
。

時
５
月
15
日
㊐
午
前
10
時
～
11
時

30
分　
所
春
日
謙
信
交
流
館　
定

15
人
（
抽
選
）　
講
新
潟
県
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー　

他
作
業
の
で
き
る
服
装
で
軍
手
を

持
参　
申
問
５
月
６
日
㊎
ま
で
に

環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
８
９
）

牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設 

「
よ
も
ぎ
大
福
作
り
体
験
」

　
新
緑
を
楽
し

ん
で
、
よ
も
ぎ

大
福
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

時
５
月
15
日
㊐

午
前
10
時
～

正
午　
定
15
人

（
抽
選
）　
費
１
５
０
０
円　
申
問

５
月
６
日
㊎
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

よ
も
ぎ
の
会
（
牧
ふ
れ
あ
い
体
験

交
流
施
設
内
、
☎
０
２
５
・
５
２

９
・
３
１
５
０
）

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座

　
外
国
人
市
民
の
日
本
語
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
心
構
え
や

知
識
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

時
○
講
座
＝
①
５
月
14
日
㊏
、
②

５
月
21
日
㊏
、
③
６
月
25
日
㊏

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

○
教
室
見
学
＝
講
座
①
と
②
の
間

に
２
回
、
教
室
を
選
ん
で
見
学　

所
市
民
プ
ラ
ザ
（
教
室
見
学
は
市

民
プ
ラ
ザ
、
直
江
津
学
び
の
交
流

館
ま
た
は
頸
城
地
区
公
民
館
南
川

分
館
）　
定
15
人
（
抽
選
）　
費
受

講
料
１
５
０
０
円
、
テ
キ
ス
ト
代

５
０
０
円　
申
問
５
月
11
日
㊌
ま

で
に（
公
社
）上
越
国
際
交
流
協
会

（
☎
０
２
５
・

５
２
７
・
３
６

１
５
）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
高
齢
者
を
対
象

に
市
が
行
う
訪
問

型
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
（
話
し

相
手
や
安
否
確

認
、
家
事
援
助
）
を
担
う
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

時
５
月
27
日
㊎
午
前
10
時
～
午
後

3
時　
所
直
江
津
学
び
の
交
流

館　
申
問
５
月
26
日
㊍
ま
で
に
ス

テ
ィ
ッ
ク
事
務
局
（
㈱
リ
ボ
ー
ン

内
、
☎
０
２
５
・
５
２
３
・
０
７

０
０
）

市
民
い
こ
い
の
家
の 

も
よ
お
し

問
市
民
い
こ
い
の
家（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
５
２
７
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯
「
菖
蒲
の
湯
」

時
５
月
19
日
㊍
～
29
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
９
時
（
入
浴
受
付
は
午

後
８
時
45
分
ま
で
）　
費
一
般
３

６
０
円
、小・中
学
生
１
６
０
円（
シ

ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳

な
ど
の
提
示
に
よ
る
割
引
制
度
有

り
）

●
ら
く
ら
く
ス
マ
ホ
体
験
教
室

時
５
月
26
日
㊍
の
①
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
②
午
後
１
時
～
２
時

30
分　
③
午
後
３
時
30
分
～
５
時�　

費
無
料
（
入
浴
料
別
途
）　
定
各

回
８
人
（
申
込
順
）　
申
５
月
５

日
㊍
・
㊗
以
降

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

時
菖
蒲
の
湯
＝
５
月
５
日
㊍
・

㊗
、
バ
ラ
の
湯
＝
５
月
15
日
㊐
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
湯
＝
５
月
29
日
㊐　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９
時　

費
一
般
４
２
０
円
、
小
・
中
学
生

２
１
０
円
。（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る

割
引
制
度
有
り
）　
所
問
く
る
み

家
族
園
（
☎
０
２
５
・
５
４
４
・

７
４
４
０
）

正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

定
各
12
人　
問
申
正
善
寺
工
房（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
ビ
ー
ズ
教
室

時
５
月
10
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～

費
２
５
０
０
円
～

●
ち
ま
き
作
り
教
室

時
５
月
11
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
５
月
14
日
㊏
午
前
10
時
～

費
２
２
０
０
円

●
フ
ラ
イ
パ
ン
で
パ
ン
作
り
教
室

時
５
月
17
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
５
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
５
月
18
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
寄
せ
植
え
教
室

時
５
月
18
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～

費
３
０
０
０
円

●
お
や
き
教
室

時
５
月
20
日
㊎
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
笹
団
子
作
り
教
室

時
５
月
25
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
本
格
洋
菓
子
作
り
教
室

時
５
月
30
日
㊊

午
前
９
時
30
分

～　
費
２
８
０

０
円じ

ょ
う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
の
と
き
か
ら
考
え
る 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
暮
ら
し
」

　
こ
れ
か
ら
親

に
な
る
人
を
対

象
に
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
暮
ら
し

の
ヒ
ン
ト
や
出

産
前
後
に
活
用
で
き
る
支
援
情
報

な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

時
６
月
25
日
㊏
午
前
10
時
～
正

午　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
妊
娠

中
、
ま
た
は
妊
娠
を
考
え
て
い
る

人
お
よ
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー　
定

30
人
程
度　
申
問
６
月
23
日
㊍
ま

で
に
じ
ょ
う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
（
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
０
２
５・５
２
６・

１
２
１
４
）

く
わ
ど
り
市
民
の
森
の 

も
よ
お
し

　
く
わ
ど
り
湯
っ
た
り
村
と
市
民

の
森
管
理
棟
を
往
復
す
る
無
料
送

迎
バ
ス
あ
り
（
土
・
日
・
祝
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
の
間
、

１
時
間
お
き
に
運
行
）

申
問
く
わ
ど
り
市
民
の
森
管
理
棟

（
☎
０
９
０
・

５
７
７
５
・
１

２
０
８
）

●
５
月
の
木
工
作
「
木
の
枝
の
モ

ビ
ー
ル
作
り
」

　
木
の
枝
や

木
の
実
を
使

い
、
ユ
ラ
ユ

ラ
揺
れ
る

「
モ
ビ
ー
ル
」

と
い
う
飾
り

を
作
り
ま
す
。

時
５
月
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
随
時
受

付
）　
費
３
０
０
円

●
く
わ
ど
り
市
民
の
森
20
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
市
民
の
森
フ
ェ

ス
！
」

　

開
園
20
周
年
を
記
念
し
て
森

フ
ェ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
29
日
㊐　
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
随
時
受
付
）　

●「
初
夏
の
鏡
池
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
」

　
初
夏
の
水
源
の
森
を
歩
き
、
市

民
の
森
の
最
奥
部
に
位
置
す
る「
鏡

池
」
を
目
指
し
ま
す
。

時
６
月
１
日
㊌
、
12
日
㊐　
午
前

９
時
～
午
後
４
時　
定
20
人
（
申

込
順
）　
費
５
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）　
申
５
月
６
日
㊎
～
各
開

催
日
の
３
日
前
ま
で

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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な
か
み
を
ふ
や
そ
う
！ 

わ
た
し
の「
し
つ
け
ち
え
ぶ
く
ろ
」

　
同
じ
子
育
て
中
の
人
と
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
「
わ
が
子
に
合
っ

た
し
つ
け
の
方
法
」を
考
え
ま
す
。

時
６
月
２
日
㊍
午
前
10
時
～
正
午　

所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対
就
学
前

ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者　

定
12
人
（
抽
選
）　
申
５
月
20
日

㊎
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら　

保
育
ル
ー
ム
有
り

対
６
カ
月
～
就

園
前
ま
で
（
参
加
と
合
わ
せ
て
要

申
込
）

申
問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ・

ネ
ッ
ト
（
☎
０

２
５・５
２
６・

１
０
９
９
）

15
周
年
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と 

花
め
ぐ
り

　
期
間
中
、
花
と
緑
で

彩
ら
れ
た
個
人
宅
や
歴

史
的
建
築
物
の
庭
を
観

覧
で
き
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
に
は
目
印
の
の
ぼ
り

旗
な
ど
が
立
っ
て
い
ま
す
。

時
５
月
14
日
㊏
～
６
月
12
日
㊐　

所
高
田
市
街
地
を
中
心
と
し
た
市

内
の
個
人
宅
の
庭
や
歴
史
的
建
造

物
の
庭
な
ど　
問
本
町
四
丁
目
商

店
街
振
興
組
合
（
☎
０
２
５
・
５

２
３
・
２
５
１
７
）

エ
コ
も
っ
と
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

　
「
海
の
生

き
も
の
と
環

境
と
の
関
わ

り
を
学
ぼ

う
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
の

も
と
、
海
洋

環
境
問
題
に

関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
と
海
岸
清
掃

を
行
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
う
み
が
た
り

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

時
５
月
８
日
㊐
午
前
11
時
～
11
時

30
分　
所
船
見
公
園　
他
汚
れ
て

も
い
い
服
装
で
、
長
靴
・
軍
手
・

帽
子
・
飲
み
物
を
持
参　
問
水
族

博
物
館
「
う
み
が
た
り
」（
☎
０

２
５
・
５
４
３
・
２
４
４
９
）

「
心
を
耕
す
」
講
演
会

時
５
月
29
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午　

所
上
越
文
化
会
館　
定
８
０
０
人

（
当
日
先
着
順
）　
講
森
清
範
さ
ん

（
清
水
寺
貫
主
）　
他
演
題
＝
「
言

葉
の
力
」、
講
演
時
に
会
場
で
一

文
字
揮き

毫ご
う

い
た
だ
き
ま
す　
問
明

る
い
社
会
づ
く
り
運
動
上
越
ブ

ロ
ッ
ク
（
☎
０
９
０・７
８
０
８・

１
３
９
１
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
の 

水
泳
教
室

問
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

　
水
に
慣
れ
な
が
ら
、
楽
し
く
水

泳
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

時
５
月
14
日
～
７
月
23
日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
前
９
時
～
10
時
ま

た
は
午
前
10
時
～
11
時　
対
年
中

児
～
小
学
生
（
そ
の
ほ
か
は
相

談
）　
費
６
６
０
０
円
（
プ
ー
ル

使
用
料
・
指
導
料
・
保
険
料
込�

み
）　
申
問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
も
し
く
は
受
講
初
日
の
午

前
８
時
30
分
以

降
に
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
プ
ー

ル
で
申
し
込
み

●
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

時
毎
月
第
２
火

曜
日
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30

分　
対
18
歳
以

上　
定
10
人
程

度　
費
1
回
当

た
り
８
０
０
円
（
各
種
手
帳
割
引

有
り
）
申
事
前
申
し
込
み　
※
当

日
申
し
込
み
可

普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇

生
法
、異
物
除
去
、

止
血
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。

時
５
月
22
日
㊐
午

前
９
時
～
正
午　
所
上
越
地
域
消

防
局　
定
30
人
（
申
込
順
）　
費

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
２
０
０

円
別
途
）　
申
問
５
月
９
日
㊊
～

16
日
㊊
の
間
に
上
越
消
防
署
（
☎

０
２
５
・
５
４
４
・
０
１
１
９
）

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

●
政
治
っ
て
何
だ
ろ
う
？
憲
法
っ

て
何
だ
ろ
う
？
―
あ
ら
た
め
て

基
礎
か
ら
考
え
る
講
座
―

時
７
月
９
日
㊏
、

16
日
㊏
午
後
１
時

30
分
～
４
時
10
分　

所
上
越
教
育
大
学　

費
高
校
生
２
６
０

０
円
、
一
般
５
２
０
０
円　
申
問

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
上
越
教
育
大

学
研
究
連
携
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
１
・
３
６
６
５
、

chiiki@
juen.ac.jp

、

FAX
０
２
５
・
５

２
１
・
３
６
２

１
）

申し込みは

詳しくは 詳しくは

詳しくは



せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談

相

料

無

も

座
講
・
し
お
よ

2022・５　広報 22

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

受
講
生
募
集

○
エ
ク
セ
ル
基
礎

○
シ
ニ
ア
エ
ク
セ
ル
基
礎

○
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ

○
危
険
物
（
乙
種
第
４
類
）

○�

第
２
種
電
気
工
事
士
（
実
技
の

み
、受
験
手
続
済
み
の
人
対
象
）

○
伝
導
装
置

○
エ
ク
セ
ル
応
用

申
問
上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
２
６
９
０
）

　市では、令和５年度から８年間のまちづくりの指針となる「上越市第７次総合
計画」の策定を進めています。策定に当たり、将来のまちのありたい姿や市民生
活の実態・実感などを把握し、各施策に反映するため、まちづくり市民意見交換
会を開催します。

開催日 時間 会場 定員

５月10日㊋

午後６時30分〜８時

板倉コミュニティプラザ 50人

５月11日㊌ 浦川原コミュニティプラザ 50人

５月12日㊍ ユートピアくびき希望館 60人

５月13日㊎ 市民プラザ 50人

５月14日㊏ 午後２時30分〜４時 市民プラザ 50人

他お住まいの地域に関わらず、都合の良い日時、会場に気軽にお越
しください。また、市ホームページでもまちづくりに関する意見を
５月20日㊎まで募集しています

●未明生誕140周年　小川未明文学館こども祭
　工作やクイズで、小川未明に親しみませんか。「未明の部屋」で未明になった気分で
記念撮影ができます。工作は同時間帯の参加者を５組までとし、入れ替わりで行います。
時５月14日㊏午前10時～午後４時　問小川未明文学館（☎025-523-1083）
●図書館こども祭
　図書館各館で、児童向けの本に親しむイベントです。

高 田 図 書 館 ５月14日㊏
・「とびだす絵本カード」をつくろう！（午前10時〜午後５時）
・おはなしとわらべうたであそぼ（午前11時〜11時45分）
・絵本とおはなしのへや（午後2時〜2時45分）

☎025-523-2603

直江津図書館 ６月４日㊏
・おはなしとことこのおはなしたいむ（午前11時〜11時30分）
・絵本とおはなしのへや（午後２時〜２時45分）
・図書貸出カードケースをつくろう（午前10時〜午後５時）

☎025-545-3232

浦 川 原 分 館 ６月４日㊏
・「とびだす絵本カード」をつくろう！（午前10時〜午後４時）
・ブックリサイクル市（午前10時〜午後４時）
・みんなのおはなし会（午前10時30分〜11時30分）

☎025-599-2830

頸 城 分 館 ６月４日㊏
・「とびだす絵本カード」をつくろう！（午前10時〜午後４時）
・ブックリサイクル市（午前10時〜午後４時）
・えほんのじかん（午後３時〜４時）

☎025-530-2360

 問合せ…企画政策課（025-520-5625）

まちづくり市民意見交換会

こども祭

詳しくは

意見募集フォーム

詳しくは

詳しくは
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 申し込み・問合せ…上越科学館（☎・FAX025-544-3939、 kagakukan@jscience.jp）

　これまでの「釜蓋遺跡ガイダンス定期講座」を充実させ、
①座学、②現地見学、③各区の出土品の展示、④体験を
取り入れた「じょうえつ歴史講座」として開催します。
●座学編　第１回「縄文時代のお話」
　縄文時代の専門家が歴史を分かりやすく解説します。
講話終了後、市学芸員とのフリートークを実施します。
時５月14日㊏午前10時～11時30分　所釜蓋遺跡ガイダ
ンス　定70人（申込順）　講渡邊裕之さん（新潟県文化課）
申５月６日㊎以降
●現地見学編　第１回「片貝縄文資料館見学」
　縄文時代の遺跡の宝庫、中郷区の出土品を市学芸員が
案内します。
時５月21日㊏午前10時～11時　所片貝縄文資料館集合

（中郷区片貝）　定20人（申込順）　申５月16日㊊以降
●春日山講座１「本丸跡の修復！土の一袋運動」
　謙信公の居城、春日山城の散策と保全活動を行います。
三の丸跡を経て本丸跡まで土を運び、城跡を修復します。
時６月４日㊏午前９時～正午（少雨決行）　所埋蔵文化
財センター集合　定30人（申込順）　申５月９日㊊以降

●地層観察教室～天然記念物の大断層観察と恐竜時代の化石採集の旅～
　糸魚川市で、日本を二分した大断層や巨大枕状溶岩の
観察と中生代の化石や美しい天然石を採集しながら大地
の成り立ちを探ります。
時５月29日㊐午前９時～午後４時30分　所糸魚川市
フォッサマグナパークなど（上越科学館集合）　対小学
生以上（小学生は保護者同伴）　定12人（抽選）　費小・
中学生300円、高校生以上500円　講大山賢一さん　申
５月19日㊍まで
●科学工作教室「オリジナル顕微鏡を作ってみよう」
　ペットボトルとガラス玉を使って簡単な顕微鏡を作り、
いろいろなものを観察します。
時５月21日㊏午後２時～３時　所上越科学館　対小学
生以上（小学３年生以下は保護者同伴）　定18人（申込
順）　費300円（入館料別途）　申５月７日㊏以降
●科学たんけん隊
　科学のふしぎに迫る「科学たんけん隊」の隊員を募集
します。ワクワクする実験や科学体験に挑戦します。
時６月４日㊏、７月２日㊏、９月３日㊏、10月１日㊏、
11月５日㊏、12月10日㊏（全６回）いずれも午後１

時30分～３時30分　所上越科学館　対小学５、６年生　
定18人（抽選）　費3,000円（初回のみ、入館料別途）　
申５月17日㊋まで
●上越科学館　科学部
　中学生対象の「科学部」の部員を募集します。スリル
満点の実験や科学体験に挑戦します。
時６月５日㊐、７月３日㊐、９月４日㊐、10月２日㊐、
11月６日㊐、12月11日㊐（全６回）　午後１時30分～
３時30分　所上越科学館　対中学生　定18人（抽選）　
費5,000円（初回のみ、入館料別途）申５月17日㊋まで
●おとなのための標本教室
　標本作製の基本を学び、実際に植物や昆虫の標本をつ
くります。
時①５月15日㊐、②８月28日㊐、③11月３日㊍･㊗、
④令和５年２月11日㊏･㊗（全4回）の①②④＝午後１
時30分～３時30分、③＝午前９時30分～
午後３時30分（午前＝採集、午後＝標本
作製）　所上越科学館　対高校生以上　定
18人（抽選）　費3,000円（初回のみ、入
館料別途）　申５月８日㊐まで

 申し込み・問合せ…文化行政課（☎025-545-9269）

じょうえつ歴史講座

上越科学館のもよおし

詳しくは

●小川未明研究会オープンデイ
　毎月行っている小川未明研究会を一般公開します。未
明生家周辺散歩（５月開催予定）が延期の場合は同日に
未明生家周辺散歩を行います。
時６月４日㊏午後２時～４時　所高田小町　講小埜裕二
さん（小川未明研究会主宰）　
●小川未明顕彰フォーラム
　上越の偉人（小林古径、前島密、坂口謹一郎）の顕彰
活動についてゲストから紹介後、未明の顕彰の在り方に
ついて参加者と話し合います。
時７月２日㊏午後１時～４時　所上越文化会館　定100
人（申込順）　申５月７日㊏～６月25日㊏
●小川未明文学館 特集展示１「新収蔵品展－令和３年度収集資料－」
　文学館が新たに収蔵した、未明童話の初出誌や絵雑誌・
未明自筆はがきなどを展示します。
時７月20日㊌まで　開館時間＝火～金曜日
…午前10時～午後７時（６月１日～午後８
時まで）、土・日曜日・祝日…午前10時～午後
６時　他休館日＝月曜日（祝日の場合は除く）、
第３木曜日、祝日の翌日（祝日の場合は除く）

 申し込み・問合せ…小川未明文学館（☎025-523-1083）

小川未明140周年記念
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●子育て情報カフェ2022
　市の子育て支援情報や育児サークル
などを紹介し、子育てについて情報交
換します。お子さんと一緒に参加でき
ます。
時５月24日㊋午前10時～正午　所市民プラザ　対子育
て中の人　定50組（抽選）　申５月11日㊌まで

保育ルーム有り 対１歳以上　定20人（抽選）
●ぷちベビー健康プラザ
　赤ちゃんとの初めてのお出掛けにぜひご参加ください。
体重計測、個別相談、おしゃべり情報交換などを行います。
時５月28日㊏午前10時30分～正午　所市
民プラザ　対妊娠している人、２～５カ月
の赤ちゃんとその保護者　定30組（抽選）　
申５月18日㊌までに電話または二次元コー
ドから
●いっしょに考えてみませんか？私の子育て
　しつけの悩み、ストレスの解消などをテーマに、育児
中の仲間とともに自分に合った子育てを学びます。
時６月３日㊎、10日㊎、17日㊎、23日㊍、30日㊍、
７月８日㊎の午前10時～正午（全６回）　所市民プラザ　
対３歳までの子どもの保護者で６回とも参加できる人　
定12人（抽選）　申５月18日㊌まで

保育ルーム有り 対６カ月以上～就園前

●赤ちゃんと一緒　BP（ベビープログラム）講座
　初めて子育てを行う母親を対象とした講座で、赤ちゃ
んと一緒に楽しく学ぶことができます。
時６月６日～27日の毎週月曜日、午前10時～正午（全
４回）　所市民プラザ　対令和４年１月生まれ～３月生
まれの第１子とその母親　定12組（抽選）　費1,100円（テ
キスト代）　申５月25日㊌まで
●講演会　子どもがすくすく育つ「頼り上手」と「手抜き上手」
　「すくすく子育て」にも出演の人気講師から、育児の
コツをお聞きします。
時６月12日㊐午前10時～正午　所オーレンプラザ　対
子育て中の人、子育て支援に関心のある人　定300人（申
込順）　講倉石哲也さん（武庫川女子大学）　
申５月６日㊎～31日㊋の間に電話または
二次元コードから

保育ルーム有り 対６か月以上～未就学児　
定25人（申込順）
●「こどものほめ方・しかり方」～自己肯定感を高める

上手な関わり方を考える～
　しつけについての話やワークショップを行います。
時６月15日㊌、22日㊌（２回連続講座）午前10時～正
午　対４歳～小学３年生までの子どもの保護者　定20
人（抽選）　所オーレンプラザ　申６月１日㊌まで

保育ルーム有り 対６カ月以上～就園前　定15人（抽選）

時10月9日㊐　申①大会申込みサイト「RUNNET」から申し込み（会員登録（無料）が必要）　
②ふるさと納税でのエントリー　他参加賞＝大会オリジナルＴシャツ

種目 コース レース時間
※途中関門あり

定員
（申込順） 募集期間 参加料

※保険料含む

100kmの部
リージョンプラザ上越
〜ユートピアくびき希
望館

Ａ 4：30 〜 18：30（14時間）
Ｂ 5：00 〜 18：30（13時間30分）
Ｃ 5：30 〜 18：30（13時間）
Ｄ 6：00 〜 18：30（12時間30分）

2,000人 ６月30日㊍まで
※ 定員になり次第締め切

らせていただきます。

22,000円

60kmの部 うみてらす名立〜ユー
トピアくびき希望館 8：00 〜 17：00（9時間） 600人 16,000円

 申し込み・問合せ…オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）

 問合せ…えちご・くびき野100kmマラソン実行委員会事務局（教育委員会スポーツ推進課内）☎025-520-9127

こどもセンターのもよおし

第14回えちご・くびき野100kmマラソン

申し込みは
申し込みは

申し込みは詳しくは
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川
未
明
文
学
賞
担
当
（
〒
943-

8601�

木
田
１-

１-

３
、☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

２
８
）

ふ
る
さ
と
納
税
の 

お
礼
の
品
提
供
事
業
者

　
本
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ

た
人
へ
贈
呈
す
る
お
礼
の
品
の
提

供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
に
本
社
・
支
社
・
事
務
所
・

工
場
な
ど
が
あ
る
事
業
者
ほ
か　

�

他
申
し
込
み
に
は
複
数
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い　
申
問
４
月
25
日
㊊
～

5
月
27
日
㊎
の
間
に
用
地
管
財
課・

財
産
運
用
室
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
４
２
）

　
申
込
書
類
は
申
込
先
、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

戦
争
体
験
証
言
者

　
戦
後
76
年
が
経
過
し
、
年
々
薄

ら
い
で
い
く
戦
争
の
記
憶
を
後
世

に
残
し
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

戦
争
体
験
者
の
証
言
動
画
を
作
成

し
ま
す
。
作
成
し
た
動
画
は
、
市

民
へ
の
平
和
啓
発
活
動
に
使
用
し

ま
す
。

対
市
内
在
住
の
戦
争
体
験
者　
定

10
人　
他
○
打
合
せ
お
よ
び
撮
影

は
市
担
当
者
と
業
者
が
ご
自
宅
に

伺
い
ま
す　
○
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
あ
っ

た
全
て
の
人
を
撮
影
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す　
申
問
共
生
ま
ち

づ
く
り
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
８
１
）

雁
木
通
り
プ
ラ
ザ 

展
示
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
展
作
品

　
市
民
の
趣

味
活
動
や
創

作
活
動
の
発

表
の
場
と
し

て
、
雁
木
通

り
プ
ラ
ザ
内

に
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
市
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体　

所
雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
４
階
市
民
サ

ロ
ン　
他
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内
へ
の

展
示
に
限
り
ま
す　
申
問
展
示
希

望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
高
齢
者

支
援
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
０
８
）

情
報
公
開・個
人
情
報
保
護
制
度
等 

審
議
会
委
員

　
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保

護
制
度
お
よ
び
審
議
会
な
ど
の
会

議
の
公
開
制
度
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。
報
酬
お
よ
び
交
通
費
を
支

給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
応
募
先
な

ど
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
２
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き

る
市
民　
定
１
人　
他
任
期
＝
６

月
15
日
㊌
～
９
月
30
日
㊎　
選
考

＝
志
望
理
由
な
ど
を
考
慮　
申
問

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

５
月
16
日
㊊
ま
で
に
総
務
管
理
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

０
３
）

小
川
未
明
生
誕
１
４
０
周
年 

第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞

　
郷
土
の
偉
人
・

小
川
未
明
の
文
学

精
神
で
あ
る
「
人

間
愛
と
正
義
感
」

を
子
ど
も
た
ち
に

育
む
よ
う
な
創
作

児
童
文
学
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

申
問
10
月
31
日
㊊
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
文
化
振
興
課
内　
小

募
　
　
集詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

　バテンレースの制作に必要な技術を基礎から学び、バ
テンレースを制作できる高い技術の習得を目指す講座 
です。
時５月31日㊋～令和５年３月31日㊎の間で週１回～２
回（火曜日、日曜日※詳細な日程は講師と調整）　定３
人程度　他講師＝吉田バテンレース　受講料＝月6,000

円（材料費含）選考＝書類選考、面接、バテンレース体
験（面接、体験は書類選
考通過者のみ）　申 問５月
９日㊊（必着）までに指定
の書類を文化振興課（☎
025-520-5629）

バテンレース技術継承講座受講者

詳しくは



せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談

相

料

無

も

座
講
・
し
お
よ
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上
越
市
福
祉
有
償
運
送
運
営 

協
議
会
委
員

　
要
介
護
者
や
障
害
が
あ
る
人
な

ど
の
移
送
の
在
り
方
を
協
議
し
ま

す
。
会
議
は
平
日
の
日
中
、
年
１

回
程
度
で
す
。

対
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上（
高

校
生
を
除
く
）　
定
１
人　
他
任

期
２
年
（
令
和
４
年
７
月
１
日
～

令
和
６
年
６
月
30
日　
○
報
酬
＝

１
回
に
つ
き
５
０
０
０
円
（
交
通

費
別
途
）　
申
問
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
「
要
介
護
者
や

障
害
が
あ
る
人
の
外
出
の
支
援
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
を

添
え
て
５
月
24
日
㊋
（
必
着
）
ま

で
に
福
祉
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
９
４
）
へ
。
応
募
用
紙

は
応
募
先
、各
総
合
事
務
所
、南・

北
出
張
所
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

上
越
市
地
域
福
祉
計
画 

策
定
委
員

　
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
向
け
、
上
越
市
の
地
域
福
祉
の

将
来
像
や
取
組
の
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
会
議
は
平

日
の
日
中
、
年
５
回
程
度
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
民
（
高
校
生
を

除
く
）
定
２
人　
他
○
任
期
＝
委

嘱
の
日
か
ら
審
議
が
終
了
す
る
日

ま
で　
○
報
酬
＝
１
回
に
つ
き
５

０
０
０
円
（
交
通
費
別
途
）　

○

選
考
方
法
＝
応
募
動
機
、
作
文
な

ど
を
考
慮　
申
問
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
「
地
域
福
祉
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
を

添
え
て
５
月
10
日
㊋
（
必
着
）
ま

で
に
福
祉
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
９
３
）
へ

　
応
募
用
紙
は
応
募
先
、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

上
越
市
景
観
審
議
会
委
員

　
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
事
項
の

審
議
を
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す

（
会
議
は
平
日
、
年
２
回
程
度
）。

詳
し
く
は
、
申
し
込
み
先
に
あ
る

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
居
住
、
通
勤
ま
た
は
通

学
す
る
人　
定
２
人
以
内　
他
○

任
期
＝
７
月
１
日
～
令
和
６
年
６

月
30
日　
○
選
考
＝
応
募
動
機
な

ど
を
考
慮　
○
報
酬
＝
１
回
５
０

０
０
円
（
交
通
費
別
途
）　
申
問

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
動
機
を
添
え
て
５
月
20
日
㊎

ま
で
に
都
市
整

備
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
７
６
３
）

「
地
域
の
宝
」を 

募
集
し
ま
す
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
文
化
財

「
地
域
の
宝
」
を
募
集
し
ま
す
。

時
5
月
9
日
㊊
～
7
月
29
日
㊎　

申
申
請
書
を
文
化
行
政
課
ま
た
は

各
総
合
事
務
所
教
育
文
化
グ
ル
ー

プ
へ
持
参
も
し
く
は
郵
送　
他
申

請
書
は
、
文
化
行
政
課
、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
に
あ
る

ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
問
文
化
行

政
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
６
９
）

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運

営
補
助
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ス

ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人　

※
中
学
生
の
場
合
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要　
申
問
登
録
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課(

☎
０
２
５
・
５
４
５
・
９

２
４
６)

へ
。
登
録
用
紙
は
提
出

先
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す第

76
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会 

出
品
作
品
募
集

　
出
品
作
品
を

受
け
付
け
ま

す
。
部
門
は
、

日
本
画
、洋
画
、

版
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、

写
真
で
、
各
部

門
と
も
１
人
２

点
ま
で
出
品
で
き
ま
す
。

費
１
点
４
０
０
０
円
、
２
点
６
０

０
０
円
（
学
生
は
１
点
３
０
０
０

円
、
２
点
５
０
０
０
円
）
※
新
潟

市
ま
で
の
輸
送
運
賃
別
途　
時
５

月
21
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後
５
時

の
間
に
教
育
プ
ラ
ザ
へ　
問
新
潟

日
報
社
上
越
支
社
（
☎
０
２
５
・

５
２
３
・
９
７
０
０
）　
他
県
展

上
越
展
は
、
６
月
22
日
㊌
～
26
日

㊐
の
間
、
教
育

プ
ラ
ザ
体
育
館

で
開
催
し
ま
す

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは



せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談
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無
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料
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談
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５月18日㊌午前10時～11時30分・
上越人材ハイスクール（高士町３）
上越人材ハイスクール
（☎025-523-2690）

県立上越テクノスクール主催の職業訓練「パ
ソコン基礎科【育児等両立コース】（上越）」
（６月23日～９月22日開催）の受講相談

職業訓練相談
予約不要

問合せ

と　き
ところ

産業カウンセラーによる労働全般
に関する悩みごとの相談

労働相談
要予約

家庭内の問題、近隣間のもめごと
や名誉毀

き

損
そん

、いじめなどの人権問
題の相談

特設人権相談所
予約不要

産業政策課
（☎025-520-5730）

予　約
問合せ

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

問合せ

５月27日㊎午後１時～４時・
オーレンプラザ

と　き
ところ

５月20日㊎午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

と　き
ところ

５月14日㊏午前10時～午後４時・市民プラザ

上越市地域住宅相談所事務局（☎025-525-7300）
※予約は前日まで

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、克雪住宅など
住まいに関する相談

住宅相談会
要予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

経営改善や資金繰りなど、経営に
関する個別の相談（１件60分以内）

交通事故に関する悩み事の相談。
電話相談も随時受け付け
時午前９時～正午、午後１時～４時

経営に関する個別相談会

交通事故巡回相談

要予約

要予約

産業政策課 商業・中心市街地活
性化推進室（☎025-520-5734）

予　約
問合せ

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

予　約
問合せ

５月26日㊍午後１時30分～
４時50分・市民プラザ

と　き
ところ

５月19日㊍正午～午後３時
30分・上越地域振興局

と　き
ところ

各種無料相談
予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に問い合わ
せてください。

税に関する相談

税務相談会
要予約

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

予　約
問合せ

５月17日㊋午前10時～正午・関
東信越税理士会高田支部（本町５）

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関の専門
家による、中小企業を対象とする相談会

15歳から49歳までの就労に悩む
人やその家族が対象

事業承継・引継ぎに関する
個別相談会

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

要予約

要予約

５月20日㊎午後１時～５時・
ワークパル上越

① ５月18日㊌午後１時～４時・
吉川コミュニティプラザ

② ５月19日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

産業政策課
（☎025-520-5729）

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

予　約
問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

空き家の売買や賃貸に関する相談

空き家相談会
要予約

建築住宅課（☎025-520-5786）予　約
問合せ

①５月10日㊋・建築住宅課
②５月24日㊋・上越宅建会館（春日野１）
いずれも午後１時～５時

と　き
ところ



編
集
　
上
越
市
総
務
管
理
部
広
報
対
話
課

〒
943・8601
新
潟
県
上
越
市
木
田
１・１・３

☎
０
２
５・５
２
６・５
１
１
１

有
線（
Ｊ
Ｈ
Ｋ
）・５
１
１
１

上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/
（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

令
和
４
年
４
月
25
日
発
行

市
の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
発
信
中
！

LINE

Twitter

1124

広報対話課から
（☎025－526－5111）
◦「広報上越６月号」は、５月
23日㊊・24日㊋に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

上越市のきらりと光る風景を発信しよう！
　Instagram（インスタグラム）で “#上越もよう” を付けて、市のまちなみ、自
然、歴史、食などの写真を投稿しませんか。
　私たちにとっての身近な風景が、誰かにとってはここにしかない憧れの景色だっ
たり、思い出に残る場所になるかもしれません。
　皆さんもカメラやスマートフォンを片手に、まち歩きを楽しんでみましょう！

＠高田城址公園（iku.chatonさん）

＠釜蓋遺跡公園（neko._.naoさん）

▼これまでの作品から　

＠直江津 荒川橋（rakuto854さん）＠関川河川敷（_aoirogasuki_さん）

上越市の人口・世帯数
令和４.4.１現在。（　）は前月との比較

91,177人
（‒379人）

94,715人
（-359人）女男

185,892人
（-738人）合計

76,674（19）
数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  92
246

   898
  1,482

＜人口増減内訳＞

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　　本号の取材では、地元の商品に関わっている事業者や生産者の皆さんにお話をお聞きしました。
「地元のものを地元の人に」という皆さんの考え
がとても印象的でした。
　「週に１回は地元のものを買う」、そんな少しの
心掛けが生活を豊かにし、地域の潤いにつなが
るということを、私たちも普段の生活で意識し
ていきたいですね。

表紙のことば： 選ぼう、地元産品 支えよう地元のお店
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